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ぶ
ど
う
郷
の
県

内
市
町
村
へ
の

さ
ら
な
る
積
極
的
Ｐ
Ｒ

は
し
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

上
毛
新
聞
、
フ

リ
ー
ぺ
ー
パ
ー
へ
の
掲

載
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
周
知

に
加
え
、
新
た
な
試
み

と
し
て
、
ぶ
ど
う
郷
Ｐ

Ｒ
動
画
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

農
業
経
営
者
に

対
し
て
、
風
水

害
や
猛
暑
等
に
お
け
る

農
作
物
、
施
設
等
の
被

害
発
生
時
、
補
償
の
保

険
は
あ
り
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

災
害
発
生
時
、

農
作
物
に
平
年
の
30
％

以
上
の
減
収
、
農
地
面

積
10
ｈ
ａ
以
上
、
施
設

に
10
万
円
以
上
、
戸
数

10
戸
以
上
等
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
群
馬
県

農
業
災
害
対
策
特
別
措

置
条
例
及
び
榛
東
村
農

業
災
害
対
策
特
別
措
置

条
例
が
適
用
、
補
助
金

が
交
付
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個

人
で
加
入
す
る
収
入
保

険
制
度
が
あ
り
、
引
き

続
き
収
入
保
険
の
内
容

や
必
要
性
を
農
家
へ
周

知
し
て
い
き
ま
す
。

村
と
し
て
人
口

減
少
へ
の
歯
止

め
対
策
の
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。企

画
財
政
課
長

日
本
創
成
会
議

が
定
義
し
た
「
消
滅
可

能
性
自
治
体
」
に
村
は

該
当
し
て
い
ま
せ
ん
。

村
の
人
口
推
計
に
つ
い

て
は
、
国
立
社
会
保
障

人
口
問
題
研
究
所
の
推

計
（
平
成
30
年
３
月
公

表
）
は
、
２
０
２
０
年

は
１
万
４
１
４
６
人
で

し
た
が
、
実
際
の
国
勢

調
査
人
口
は
１
万
４
２

１
６
人
で
予
測
ま
で
の

人
口
減
少
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
村
の
人

口
減
少
対
策
と
し
て

は
、
第
６
次
榛
東
村
後

期
総
合
計
画
に
掲
げ
る

３
つ
の
重
点
目
標
で
あ

る
、①
子
ど
も
た
ち
を
、

生
き
生
き
と
健
や
か
に

安
心
し
て
育
て
ら
れ
る

村
。
②
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
集
う
人
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
村
。

③
地
域
の
産
業
を
育

み
、
安
心
し
て
働
け
る

村
。
を
目
指
し
、
各
種

施
策
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
は
、

保
育
料
お
よ
び
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
図

り
、
子
育
て
環
境
を
整

備
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｘ
を

活
用
し
、
村
の
魅
力
や

観
光
Ｐ
Ｒ
等
の
情
報
発

信
を
強
化
し
、
村
の
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
事
業
は
10

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

一
般
質
問

小
こ

板
いた

橋
ばし

　尚
ひさし

議 員

ＡＥＤ設置状況は
村内の主要施設に設置

ブ
ド
ウ
園
の
活
性
化
は

本
村
は
消
滅
可
能
性
自
治
体
か

問問問問

問問

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
数
と
経
費
は

村
内
に
お
け
る

学
校
、
役
場
、

各
施
設
等
に
設
置
さ
れ

て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長

各
小
中
学
校
や

幼
稚
園
で
も
野
外
行
事

の
際
に
本
部
席
に
置

き
、
ま
た
、
プ
ー
ル
指

導
の
際
に
は
緊
急
時
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ
て
現
場

に
駆
け
付
け
る
こ
と
が

共
通
理
解
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
職
員
向
け

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る

た
め
の
講
習
を
年
に
１

回
実
施
し
て
い
ま
す
。

総
務
課
長　

設

置
台
数
は
村
内

全
体
で
44
カ
所
、
48
台
、

年
間
１
９
６
万
４
６
２

２
円
の
リ
ー
ス
契
約
に

な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
万
が
一
事

故
が
発
生
し
た
際
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
施
設
外
に
持
ち

出
し
、
使
用
可
能
な
体

制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

問問答答

答答

答答

答答

答答

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
経
費

ブ
ド
ウ
園
の
活
性
化

人
口
減
少
対
策

村政を聞くべぇ
５人が一般質問

　定例会において議員が行政全般にわたり村長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針などに
ついて質問し、報告・説明を求めることをいいます。なお、効率的かつ充実した議会運営を行うため、あらかじめ
通告することになっています。

一 般 質 問 と は

９月２日　開会初日

波多野佐和子 議員
１  榛東村手話言語条例制定後の取り組みは
２  南新井前橋線バイパス開通を見据えて
３  住民生活の充実

P12
清水　健一 議員
１  高齢者支援は
２  認知症対策は
３  不登校支援は
４  学校での熱中症対策は

P15

須田   仁美 議員
１  子ども食堂への支援は
２  介護者 ・家族の支援は
３  ミネラル豊富な天日塩を学校給食に
４  長期休みのみの学童保育所利用受付を

P13

齊藤   将史 議員
１  残業時間、 休日出勤の状況は
２  有給休暇及び連続休暇の取得は
３  業務改善の導入は
４  業務改善の取り組みは

P14
小板橋　尚 議員
１  ＡＥＤ設置数と経費は
２  ブドウ園の活性化は
３  本村は消滅可能性自治体か

P11

上記のＱＲコードを読み取ると
「一般質問通告一覧表」 のペー
ジが開きます

紙面の都合により、質問の内容を要約してあります。
詳細は、榛東村議会のホームページに掲載します。 榛東村議会

クリック

しんとう総合グラウンドに設置のＡＥＤ
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０
％
に
変
え
た
場
合
の

金
額
差
は
年
間
ど
の
程

度
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長

村
学
校
給
食
で

は
天
日
塩
を
使
用
し
て

い
ま
せ
ん
。
令
和
５
年

度
は
、
精
製
塩
を
年
間

36
キ
ロ
ほ
ど
購
入
し
ま

し
た
。
精
製
塩
と
天
日

塩
の
差
額
は
９
２
１
６

円
程
度
に
な
り
ま
す
。

し
ん
と
う
温
泉

ふ
れ
あ
い
館
の

役
割
は
な
ん
で
す
か
。

住
民
生
活
課

住
民
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

利
用
で
き
、
ふ
れ
あ
い

と
健
康
増
進
を
目
的
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
施
設
で
す
。

壊

れ

た

シ
ャ

ワ
ー
を
使
え
る

よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
、
住
民
か
ら

の
要
望
に
対
し
て
ど
う

答
え
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長

財
政
状
況
の
大

変
厳
し
い
中
、
多
額
の

費
用
を
要
す
る
抜
本
的

な
大
改
修
で
な
く
、
必

要
に
応
じ
た
改
修
の
検

討
を
始
め
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ご
み
の
収

集
日
数
が
少
な

い
と
の
住
民
の
声
に
、

ど
う
答
え
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長

月
２
回
で
の
収

集
は
十
分
か
と
村
長
の

指
摘
が
あ
り
ま
す
。
状

況
に
よ
り
見
直
す
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
便
物
を
出
す

こ
と
が
困
難
な

住
民
へ
の
対
応
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
長　
新

た
な
交
通
弱
者

対
策
と
し
て
榛
東
村
公

共
交
通
等
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
村
に
と
っ

て
最
適
な
地
域
交
通
シ

ス
テ
ム
デ
マ
ン
ド
型
交

通
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

一
般
質
問

住
民
生
活
の
充
実

南
新
井
前
橋
線
バ
イ
パ
ス

�

開
通
を
見
据
え
て

榛
東
村
手
話
言
語
条
例

�
制
定
後
の
取
り
組
み
は

イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
、
幼
稚

園
生
、
小
中
学
生
は
福

祉
教
育
を
ど
の
よ
う
に

学
ん
で
い
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長

幼
稚
園
で
は
手

話
を
取
り
入
れ
た
歌
の

発
表
を
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
榛
東
村

社
会
福
祉
協
議
会
の
協

力
に
よ
り
、
福
祉
講
話

や
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
教
室
、
盲
導
犬

体
験
、
手
話
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
中
学

校
で
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
し
ん
と
う
苑

職
員
の
協
力
を
得
て
、

講
話
や
高
齢
者
体
験
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

９
月
23
日
の
手

話
言
語
の
国
際

デ
ー
に
合
わ
せ
て
各
地

で
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
村
は

条
例
制
定
後
の
取
り
組

み
は
あ
り
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長

今
年
初
め
て
榛

東
村
役
場
庁
舎
の
ロ

ビ
ー
に
お
い
て
ブ
ル
ー

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
う

予
定
で
す
。

問問

問問

答答

答答

ブルーライトアップされた役場庁舎エコフェスタでフードドライブ

一
般
質
問

手話言語条例制定後の取り組みは
ブルーライトアップを実施します

波
は

多
た

野
の

佐
さ

和
わ

子
こ

議 員

ふ
る
さ
と
公
園

の
ふ
る
さ
と
館

や
そ
の
ほ
か
の
建
物
を

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

春
・
夏
の
お
祭

り
な
ど
を
周
辺
施
設
と

連
携
を
し
て
進
め
て
い

き
ま
す
が
、
建
物
の
老

朽
化
に
よ
り
、
大
規
模

改
修
な
ど
検
討
が
必
要

な
時
期
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

群
馬
県
の
優
良

県
産
品
推
奨
制

度
の
よ
う
な
制
度
を
村

も
導
入
し
て
は
ど
う
で

す
か
。

産
業
振
興
課
長

村
長
が
マ
ニ
ュ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
榛

東
村
特
産
品
認
定
制
度

の
導
入
に
向
け
、
研
究

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

問問

問問

問問

問問問問

問問答答

答答答答

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会

村
の
活
性
化

村
民
の
声

答答

答答

須
す

田
だ

　仁
ひと

美
み

議 員

子ども食堂への財政的支援は
運営費補助や活動紹介など

ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な

�

天
日
塩
を
学
校
給
食
に

子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
は

精
製
塩
は
、
塩

化
ナ
ト
リ
ウ
ム

を
濃
縮
し
て
作
ら
れ
る

た
め
、
天
日
塩
に
は
あ

る
は
ず
の
ミ
ネ
ラ
ル
が

損
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
で
使
用
し
て

い
る
食
塩
に
つ
い
て
は

精
製
塩
、
天
日
塩
ど
ち

ら
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

精
製
塩
を
使
用
し
て
い

る
場
合
、
天
日
塩
１
０

子
ど
も
食
堂
を

運
営
す
る
団
体

な
ど
へ
、
財
政
的
支
援

や
情
報
発
信
な
ど
の
支

援
を
行
う
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。住

民
生
活
課
長

運
営
費
補
助
等

の
支
援
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、

フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
で
は
子
ど
も
食

堂
の
食
材
等
の
寄
附
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

他
町
村
で
は
、
食
材
費

や
光
熱
水
費
に
対
す
る

補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
な
ど
の
事
例
も
あ
り

ま
す
。村
に
お
い
て
も
、

他
町
村
の
事
例
を
参
考

に
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

は
あ
り
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長

介
護
者
か
ら
の

相
談
は
随
時
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
介

護
者
支
援
と
し
て
は
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協

力
の
も
と
、
南
部
コ
ミ

セ
ン
と
楽
集
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
て
い
る
、
認

知
症
カ
フ
ェ
に
て
介
護

者
の
集
い
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

問問

問問答答

答答

介
護
支
援

子
ど
も
食
堂
支
援

安
全
な
学
校
給
食

長
期
休
み
の
学
童
保
育
所 長

期
休
み
の
み
の

�

学
童
保
育
所
利
用
受
付
を

北
小
学
校
区
に

１
施
設
増
設
を

検
討
中
と
の
こ
と
で
す

が
、
長
期
休
み
の
み
の

利
用
希
望
者
も
通
年
で

な
い
と
入
所
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
、
年
間
を

通
し
て
の
定
員
超
過
に

繋
が
り
ま
す
。
通
年
で

な
く
て
も
よ
い
と
い
う

ご
家
庭
の
調
査
と
併
せ

て
、
長
期
休
み
の
み
の

保
育
が
可
能
か
ど
う
か

調
整
し
て
い
た
だ
き
と

思
い
ま
す
が
、
可
能
で

す
か
。

住
民
生
活
課
長

休
み
期
間
中
に

限
っ
た
学
童
保
育
所
の

利
用
は
、
利
用
規
約
上

は
定
員
に
余
裕
が
あ
る

場
合
に
限
り
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
年
度
当
初

か
ら
定
員
を
若
干
超
過

し
て
い
る
状
態
が
続
い

て
お
り
、
現
在
は
受
け

付
け
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
通
年
で
の
利
用

を
希
望
す
る
児
童
が

全
員
入
所
で
き
る
よ
う

に
、
関
係
機
関
と
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問答答 答答

介
護
者
・
家
族
の
支
援
は

介
護
者
と
し
て

の
家
族
の
相
談

窓
口
は
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
介
護
者
同
士
が

交
流
し
、
分
か
ち
合
え

る
場
な
ど
の
取
り
組
み

問問

答答

フードドライブとはフードドライブとは…家庭などで余った食品を集めて、地域の福祉団体や施設、フードバンクに寄付
する取り組みのことです。
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済
で
申
請
、
承
認
が
で

き
、
時
短
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。業

務

作

業

マ

ニ
ュ
ア
ル
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
か
。

総
務
課
長　
文

書
事
務
、
法
規

事
務
、
会
計
事
務
が
あ

り
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
事
務
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
体
系
化
し
た
も
の

で
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
目
的
に
作

成
さ
れ
て
い
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
修
正
、

改
訂
を
し
て
い
ま
す
。

行
政
業
務
改
善

ソ
フ
ト
導
入
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

総
務
課
長　
平

成
29
年
２
月
に

ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
相
互
デ
ー
タ
転

送
や
情
報
共
有
が
可
能

と
な
り
、業
務
の
改
善
、

効
率
化
を
実
現
し
て
い

ま
す
。
他
に
も
施
設
の

予
約
管
理
、
簡
易
的
な

決
裁
文
書
は
、
電
子
決

一
般
質
問

業
務
改
善
の
現

在
の
取
り
組
み

は
何
で
す
か
。

総
務
課
長　
新

た
な
課
長
補
佐

の
配
置
に
よ
る
組
織
強

化
や
専
門
知
識
の
修
得
、

他
自
治
体
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
た
め

に
、
職
員
を
県
庁
な
ど

に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

教
職
員
の
業
務

改
善
ソ
フ
ト
の

導
入
と
今
後
の
改
善
の

取
り
組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

平
成
26
年
度
よ

り
小
中
学
校
に
お
い
て

は
、業
務
改
善
ソ
フ
ト
、

校
務
支
援
ソ
フ
ト
が
導

入
さ
れ
、
児
童
生
徒
の

学
籍
管
理
、
出
欠
状
況

管
理
、
評
価
等
に
係
る

膨
大
な
事
務
が
軽
減
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

部
活
動
も
平
日
２
時
間

程
度
に
し
て
、
休
日
を

設
け
る
ほ
か
、
部
活
動

指
導
員
を
活
用
し
て
地

域
移
行
を
進
め
て
い
る

部
活
動
も
あ
り
ま
す
。

近

年
、

学

校

行
事
や
運
動
中

の
熱
中
症
事
故
が
頻
発

し
て
い
ま
す
。
学
校
で

の
熱
中
症
対
策
の
現
状

を
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
長

そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
で
作
成
し
て
い
る
熱

中
症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

活
用
し
て
、
熱
中
症
の

予
防
対
策
や
発
生
時
に

つ
い
て
教
職
員
が
共
通

理
解
を
し
、
適
切
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
行
事
や
活
動

の
計
画
を
柔
軟
に
編
成

し
、
暑
い
時
期
、
暑
い

時
刻
、
暑
い
場
所
を
避

け
て
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、

Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
指
数
を
定
期
的

に
測
定
し
て
、
指
数
に

応
じ
て
熱
中
症
予
防
対

策
を
と
る
よ
う
、
発
達

段
階
に
応
じ
て
適
宜
働

き
か
け
て
い
ま
す
。

業
務
改
善
の
取
り
組
み
は

学
校
で
の
熱
中
症
対
策
は

業
務
改
善
の
導
入
は

問問問問 問問問問

残
業
時
間
、
休
日
出
勤
の
状
況
は

有
給
休
暇
及
び
連
続
休
暇
の
取
得
は

職
員
の
有
給
休

暇
及
び
、
連
続

休
暇
の
取
得
状
況
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
長　

令

和
５
年
度
の
有

給
休
暇
の
平
均
取
得
日

数
は
、
約
12
日
で
、
前

年
比
３
日
増
加
し
て
い

ま
す
。
夏
季
連
続
休
暇

の
取
得
は
２
日
が
23

人
、
３
日
は
３
人
で
し

た
。
通
常
の
連
続
休
暇

は
、
２
日
が
19
人
、
３

問問 答答答答

会議で配布された資料翻訳機を窓口で活用

一
般
質
問

職員の働き方改革の取り組みは
さまざまな取り組みをしている

齊
さい

藤
とう

　将
まさ

史
し

議 員

職
員
の
残
業
時

間
、
休
日
出
勤

の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

総
務
課
長　
残

業
時
間
は
、
労

働
基
準
法
の
規
定
の
下

で
、
令
和
５
年
度
は
一

人
当
た
り
月
平
均
16
時

間
で
し
た
。
ま
た
、
休

日
出
勤
は
給
与
に
関
す

る
条
例
、
規
則
の
下
、

時
間
外
手
当
等
が
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
。

問問

問問

答答

答答

答答 答答 答答

残
業
時
間

休
暇
の
取
得

業
務
改
善答答

清
し

水
みず

　健
けん

一
いち

議 員

軟骨伝導イヤホンの導入を
翻訳機を活用していきます

不
登
校
支
援
は

認
知
症
対
策
は

不
登
校
の
児
童

生
徒
全
て
の
学

び
を
確
保
し
、
学
び
た

い
と
思
っ
た
時
に
学
べ

る
環
境
を
整
え
る
こ
と

だ
と
考
え
ま
す
。
各
学

校
に
教
室

（
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
）
を
整
備
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

不
登
校
の
原

因
、
背
景
が
多
岐
に
わ

た
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
適
切
に
児
童
生
徒

認
知
症
に
対
す

る
社
会
の
備
え

が
ま
だ
不
十
分
だ
と
考

え
ま
す
。
県
と
連
携
し

て
広
報
活
動
に
取
り
組

む
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

に
係
る
情
報
収
集
と
分

析
を
行
い
、
支
援
の
目

標
や
方
針
を
定
め
、
専

門
家
や
関
係
諸
機
関
と

も
連
携
し
、
児
童
生
徒

の
状
況
に
応
じ
た
具
体

的
な
支
援
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
不

登
校
の
児
童
生
徒
の

ニ
ー
ズ
を
探
り
な
が

ら
、
個
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
学
び
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
不

登
校
児
童
生
徒
の
居
場

所
の
一
つ
と
し
て
、
文

部
科
学
省
の
教
育
支
援

体
制
整
備
事
業
費
補
助

金
を
利
用
し
て
、
村
内

の
各
小
中
学
校
に
校
内

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

問問

問問

健
康
保
険
課
長

村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
認
知
症
施
策
の

ペ
ー
ジ
に
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ぐ
ん
ま
希
望

大
使
の
動
画
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
広
く
村
民
に
認
知

症
に
対
し
て
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
今

後
も
地
道
に
各
種
施
策

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
支
援
は

高
齢
者
や
難
聴

者
と
の
円
滑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
た
め
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
配
慮
、
窓
口

の
混
雑
緩
和
に
効
果
的

な
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
を
導
入
す
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長

今
年
度
か
ら
、

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入

費
用
の
２
分
の
１
、
上

限
額
は
５
万
円
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
８
月
末

ま
で
に
３
件
の
方
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
窓

口
で
は
、
住
民
生
活
課

で
利
用
し
て
い
る
翻
訳

機
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
丁
寧
な
対
応
を
し
て

い
き
ま
す
。

問問答答

答答

答答

高
齢
者
支
援

認
知
症
対
策

不
登
校
支
援

学
校
で
の
熱
中
症
対
策

日
が
７
人
、
４
日
取
得

が
８
人
い
ま
し
た
。

学
校
教
育
課
長

教
職
員
の
有
給

休
暇
の
取
得
状
況
は
、

令
和
４
年
の
実
績
で
、

年
平
均
、
約
14
日
で
し

た
。
連
続
休
暇
の
取
得

に
つ
い
て
は
、
学
校
の

夏
休
み
の
期
間
を
利
用

し
て
取
得
し
て
い
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。

ＷＢＧＴとはＷＢＧＴとは…暑さ指数熱中症を予防することを目的として 1954 年にアメリカで提案された指標です。


